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保育者養成機関に おけるハ ン ドペ ル の導入　一その意義，役割，教育的効果につ いて

　　 〜福島女子短期大学おける授業実践 （1989 〜1998 ）をとおして〜

　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敦子

　　　　　　　　　　　　　　 福島女 予短期大学

　 　 1．は じ め に

　近年、ハ ン ドベ ル や トーン チ ャ イム等の ベ ル の 普及

が学校他様 々 な機関で 急速に 高ま っ て きて い る 。 ユ 9

79 年 に は 第 1 回 の 東北 ハ ン ドベ ル フ ェ ス テ ィ バ ル

（主催 ： 日本 ハ ン ドベ ル 連盟）が開催され た。こ の 時

は わず か 3 団体しか参加 して い なか っ た の で あ る が 、

そ の 後、年毎に参加団体の 数が増えて きて い る。 第 1

7 回大会 （1998 ）には 14 もの 団体が参加 した。

参加 団体 は 学校 などの 教育機関に 止 まらない 。知的障

害児 の 福祉施設、教会 、 社会人
一
般等団体の 層、幅 が

広くな っ て い る の で ある。

　本学主催 の 幼稚園教諭、保育所保母対象の 公 開講座

で も、関心が寄せ られる よ うになっ た。実際、保育者

養成機 関 で の ハ ン ドベ ル 導入 に つ い て の 問 い 合わせ も

増 えて きて い る 。
ハ ン ドベ ル 演奏を して ほ しい 、とい

う依頼 も多くなっ た。依頼 を受 ける の は幼稚園、保育

所ばか りで はない 。知的障害者や老人 ホーム 等の 福祉

施設、村お こ し委員会、商 工 会議所、
ロ ータ リーク ラ

ブ、一
般企業 （福島ル ミネ等）等実 に様 々 で ある。

　何故、今 ハ ン ドベ ル に 強い 関心 が寄せ られ るの だ ろ

う。 考えて みれば、ハ ン ドベ ル は最も時代に逆行 した

楽器で ある。例えば、若者を夢中に して い る現代の 楽

器、シ ン セ サイ ザ
ー

や コ ン ピ ュ
ーター

制御の
一
連の

MIDI 楽器は、た っ た
…

人 で もオー
ケス トラやバ ン ド

の 演奏に似た よ うな事をす る事が 出来 る。 様 々 な音色

の 音を重ねた り、ずらした り、とい う事が簡単 に 出来

て しま うの で ある。ハ ン ドベ ル は そ うい う意味で は 対

極 に位置す る 。
つ ま り、

一
人 で は簡単に単旋律ひ とつ

演奏で きない
。 個人 として 出来るの は、音階上 の た っ

た
一

っ か 二 っ の 音 で しかない の で あ る。ピア ノ やバ イ

オ リ ン の よ うな古典的な楽器と比 べ て も最も不器用で

「効率 の 悪い 楽器亅 と言 っ て よ い だろう。

　 したが っ て 、問題を次 の ように問い 直す事が で きる。

（1 ）何故、現代的 で もな く、「効率の 悪い 楽器 」 に

　今、強い 関心が寄せ られて い る とい うの だろうか。

〔2 ）果た して 学生はハ ン ドベ ル を演奏す る とい う

　事 に 本当に 興味や関心を示 して い るの だろうか。

（3 ）仮に、興味 を 示 したと した ら、そ れは機械 的、

　効率的なもの に対す る よ り人間的な何か一集団で

　協力 し合わなければ
一

人では何 も出来ない 事が 逆

　に魅力に な っ て い る と言うの だ ろ うか 。

　　本論で は こ うした問 い に、ハ ン ドベ ル を実際 に 学

　生に教え、演奏 して きた事 （1989 〜 1998 ）

　を振 り返 りなが ら答える事に してみた い。

　H ．福島女子短期大学で の ハ ン ドベ ル の 導入にっ い

て

（1）　 導入 の 目的

　本学で ハ ン ドベ ル を授業として 導入するようになっ

た の は 、 以下の ような理 由に よ る。

  学 生 に ピ ア ノ 等 の 有鍵 楽器以外 の 音楽 を 学ばせ 、

子供た ちに も音楽の 楽 し さを幅広 い 角度か ら伝えて 欲

しい と考え た事があ っ た。

  た また ま学生 にハ ン ドベ ル を聴 か せ る機会が あ り、

そ の 時に 、学生 が ハ ン ドベ ル の 音色の 美 し さに強く惹

か れ て い るの に気づ い た。

  学生 は音色 に 惹かれ る とい うだ けで な く、実際 に

ハ ン ドベ ル 演奏 した い と い う意欲さえ 示 した。

  試行的に行 っ たハ ン ドベ ル の 演奏をとお して 学 生

の 中に、責任感、協調性 、連帯感が培われ、協力 して

一
つ の 事 に 取 り組む の に 非常に効果があ る と判断 した 。

　以上 の ような理由か ら、本学 で は ハ ン ドベ ル をクラ

ブ活動だけで なく、単位の 認定制度に まで 発展 させ て

導入 したの である。

（2 ）単位認定の 制度

　  一
般教育科目、音楽演習 ・時間割外授業

　 2 年間ハ ン ドベ ル ク ラ ブ に在籍し、ク ラ ブ の 規則に

従っ て 活動に参加する事に よ り単位を取得する 。

（1991 〜 1994 ＞

　  教育教養科 目音楽演習
・寮外寄宿生 「ハ ン ドベ

ル 」 授業
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　全学科対象 に 開講 され る もの で 、時間割外に 週 に 1

度、午後 6 ： 00 〜午後 8 ： 00 まで の 2 時間授業を

受け、単位を取得する 。 （1994 〜 1996 ＞

　  保育科 専門科 目、専門音楽 「器楽合奏 1 ・Hj

　保育科 1、 2 年生対象で週に授業時間内に 1 コ マ の

授業を受け、単位を取得する。（1993 〜）

　実際に は  〜  共に 普段 の 練習で は 間に合わずに 、

演奏会直前は 殆 ど毎 日、放課後 の 練習が必 要とな る 。

　 しか し、学生 は 5 時限 目 に も授業が組み 込 まれ、他

各実習もあるた め に、練習時間の 確保 には非常に苦慮

する。学生にもかな りハ
ー

ドな練習が要求 される。

　　皿．指導 の 実践

　 1989 年〜 1991 年まではハ ン ドベ ル 2 オクタ

ーブの み の た め、声楽曲や ピア ノ 曲をア レ ン ジ した も

の で、 20 ベ ル 前後の 使用 で の 演奏が多か っ た 。 リズ

ム や拍子 も、単調な もの、音符も4 分音符や 8 分音符

で 、テ ン ポ の ゆっ た りした曲が中心だ っ た 。

　 1991 年度 に トーンチ ャ イ ム の 3 オ ク ターブ 目を

購入 し、ハ ン ドベ ル ・ト
…

ン チ ャ イ ム を合わせ て 3 オ

ク タ
ーブ になる，、30 ベ ル 前後 の 曲が演奏可能 に な っ

た 。

　 1993 年度か らハ ン ドベ ル が 4 オ ク ターブ に増え、

1994 年度 に は、 トーン チ ャ イム も4 オ ク ターブに

な る 。
1995 年度に は ベ ル 数が 50 前後の 曲が演奏

出来 る よ うに な り、和音 の 響 きも重厚 に な り、変拍 子 、

16 分音符等 の 細か い 音符 の 使用、8 分の 12 拍子 の

曲で の 二 連符 と付点 四分音符の 組み合わ せ 、速度の 速

い 曲等、難易度の 高 い 曲の 演奏が可能になっ た 。

　また 1995 年度以降は、図書館、美術館、幼稚園、

保育所 、
一
般企業、商工会議所等、各方面からの 演奏

依頼が増えた。

　 1998 年度 に は さらに 難易度 の 高い 曲を、数曲 同

時 に こ なせ る ように なっ た 。 こ の 年 7 月には、東北ハ

ン ドベ ル フ ェ ス テ ィバ ル や、村の 自治会等 2 回の 演奏

会と保育所保母対象公 開講座 で の 演奏を行 っ た。 また

12 月 には、ロ
ー

タ リ
ー

クラ ブ、老人 ホーム 、障害者

施設、福島駅前 （福島ル ミネ）等 の 演奏 の 他、幼稚 園

教諭対象公 開講座 で の 演奏を行 っ た 。
こ の 演奏で、他

団体か ら借用 したハ ン ドベ ル と合わせ て、ハ ン ドベ ル

4 オ クタ
ーブを 2 セ ッ ト使用 した。

　 IV，結果と考察

　学 生 は 当初意欲的に取 り組 む が、一
人 で も欠け る と

曲に な らない 事、鳴らすタイ ミン グの 困難さ、そ して

ハ
ードな 練習に、次第に 不安や苛立 ち、焦 りを覚え挫

折感を感 じる学生が出て来る 。 演奏会 が 近 づ くに つ れ、

さらに感情が高ぶ り、学生は 自己 コ ン トロ ール す る 事

の 難し さを知 る 。
し か し、10 年間 を通 して そ の プ レ

ー
ッ シ ャ

ーに 耐えかねて ハ ン ドベ ル を放棄 した学生 は

い ない 。

　ハ ン ドベ ル の 授業、或い は ク ラブ に参加 した学生の

中には楽譜も読めずに入学 して来た学生もい れば、ピ

ア ノ の 授業 に追い つ け ず に、ピア ノ を途中で履修放棄

す る学生 もい る。逆に吹奏楽部 、
ピア ノ ・エ レ ク ト

ー

ン 等音楽経験の 豊か な学生もい る。しか し、学生た ち

は そ の 枠を越え、共 に励ま し合 い なが ら試練 を乗 り越

え、自分たちの音楽を作り上げて い く。演奏終了後 自

由記述 させた学生 へ の ア ン ケ
ート調査 か ら、学生に 大

きな感動を与えて い る 事が分か っ た。最 も印象に残 っ

た事項 と して 多くの 学生が、演奏会ま で 苦労も多か っ

たが、友人 と共 に 曲を協力 して 作 り上 げて い く喜び と、

自分 を乗 り越えた とい う自己 へ の 自信を挙げて い る 。

　ハ ン ドベ ル は 、学生たち の 音楽経験 の 有無や音楽 へ

の 各人 の個性に関係なく、 学生たち の 中に 協調性、連

帯感、責任感を育て る と 同時に 、仲間と
一

つ の 事をや

り遂げ る満足感 を感 じさせ る 楽器な の だ。一
人が 同 じ

楽器を 1 っ か 2 っ
・3 っ 受け持ち、瞬時の うちに自分

の 音 を責任持 っ て 鳴 らさなくて はな らない 。自分が鳴

らさなければ曲が完成されない 事が明白になる 。 それ

は極度の 緊張感を与え る と同 時 に 自分の 存在を確認 で

き る の だろう。

　現代 は効率的 で あろうとす るため に、個人 の 人間 と

して の 存在感を喪失 しがちで あ るe
ハ ン ドベ ル が今 口

受 け入れ られた の は、こ の 楽器が最も自分 の 存在を確

認 で き る と実感 されたか らで あろう。
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